
 

暗
愚
な
好
戦
政
治
家
が
青
年
を
崩
壊
さ
せ
る 

  

イ
ラ
ク
戦
争
５
４
日
目
に
、
盲
目
に
な
り
肉
体
に
障
害

を
負
っ
て
帰
国
し
た
サ
ム
・
ロ
ス
【Sam

 R
oss

】
は
、

ア
パ
ラ
チ
ア
の
小
さ
な
落
ち
ぶ
れ
た
町
で
未
曾
有
の
パ

レ
ー
ド
に
迎
え
ら
れ
た
。
彼
の
祖
父
は
「
こ
れ
で
ダ
ン

バ
ー
の
町
は
有
名
に
な
っ
た
も
ん
さ
」
と
言
う
。 

 

そ
の
と
き
は
そ
う
だ
っ
た
。
が
、
今
、
２
４
歳
の
サ

ム
は
殺
人
未
遂
・
襲
撃
・
家
族
用
ト
レ
イ
ラ
ー
放
火
の

容
疑
で
起
訴
さ
れ
て
い
る
。
ト
レ
イ
ラ
ー
に
い
た
人
は

怪
我
も
し
な
か
っ
た
が
、
現
場
に
駆
け
つ
け
た
消
防
団

員
と
争
い
義
足
を
は
ず
し
て
州
兵
を
脅
し
た
と
い
う
。 

 

警
察
は
郡
の
刑
務
所
に
彼
を
拘
引
、
彼
は
シ
ー
ツ
で

首
吊
り
を
図
っ
た
。
精
神
病
院
に
入
れ
ら
れ
、
帰
還
歓

迎
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
以
後
の
連
鎖
的
下
降
の
歳
月
を

過
ご
し
た
彼
が
必
要
と
し
た
援
助
を
受
け
い
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。「
帰
還
し
た
と
き
は
英
雄
、
い
ま
は
ロ
ク
デ

ナ
シ
さ
」
と
彼
。 

 

苦
難
ば
か
り
の
少
年
時
代
か
ら
勲
章
に
輝
く
戦
争
英

雄
へ
、
そ
し
て
苦
渋
に
ま
み
れ
た
成
人
へ
と
い
う
弧
を
描

く
人
生
。
軍
隊
に
志
願
し
て
未
来
を
創
造
し
よ
う
と
し
て
、

バ
グ
ダ
ッ
ド
で
弾
薬
処
理
作
戦
中
に
そ
の
努
力
は
爆
裂

し
た
の
だ
。
２
０
歳
だ
っ
た
。 

 

母
と
は
今
も
疎
遠
。
父
は
彼
の
継
母
を
殺
害
し
て
終

身
刑
で
服
役
中
。
他
の
多
く
の
重
傷
復
員
兵
が
頼
っ
て

い
る
家
族
・
親
類
の
支
援
は
彼
に
は
な
い
。 

 

彼
に
関
心
を
寄
せ
る
人
の
中
に
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ

ア
州
選
出
の
、
か
つ
て
タ
カ
派
民
主
党
員
だ
っ
た
下
院

議
員
ジ
ョ
ン
・
Ｐ
・
マ
ー
サ
が
い
る
。
２
０
０
５
年
に

イ
ラ
ク
戦
争
反
対
を
公
言
し
た
と
き
、
彼
に
重
大
な
影

響
を
与
え
た
も
の
に
ロ
ス
の
打
ち
砕
か
れ
た
人
生
を
挙

げ
た
。 

 

マ
ー
サ
は
、
軍
の
保
健
担
当
部
局
と
の
交
渉
を
援
助

し
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
の
非
営
利
グ
ル
ー
プ
は
ロ
ス

に
美
し
い
丸
太
小
屋
を
建
て
て
や
っ
た
。
軍
医
た
ち
は

ロ
ス
の
か
ら
だ
の
傷
口
―
―
視
力
喪
失
・
片
方
の
聴
力

喪
失
・
左
足
の
膝
か
ら
下
の
喪
失
―
を
慎
重
に
手
当
し

た 
 

し
か
し
、
そ
う
い
う
援
助
も
ロ
ス
を
孤
独
と
絶
望
か
ら

救
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
最
後
は
目
を
覆
う
ば
か
り

の
轟
音
で
終
わ
る
イ
ラ
ク
と
つ
な
が
る
夜
毎
の
悪
夢
を

含
め
て
、
深
刻
な
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
（
Ｐ
Ｔ
Ｓ

Ｄ
）
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
て
、
ア
ル
コ
ー
ル
と
違
法
麻
薬
で

我
流
治
療
に
走
っ
た
。
州
の
精
神
科
病
院
に
入
っ
た
と
き

は
、
ま
さ
に
ど
ん
底
に
あ
っ
た
。 

 

「
１
７
回
も
自
殺
を
は
か
っ
て
、
も
う
や
め
な
き
ゃ
。

助
け
て
く
れ
と
泣
き
叫
ぶ
け
ど
、
だ
れ
も
気
に
し
な
い
。

だ
け
ど
最
後
に
は
誰
か
が
気
遣
っ
て
く
れ
る
」
と
彼
。 

 

ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
州
南
西
部
の
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
郡

は
、
か
つ
て
は
炭
鉱
で
栄
え
た
中
心
地
、
今
は
州
の
最

貧
郡
の
一
つ
、
そ
こ
に
ダ
ン
バ
ー
の
町
が
あ
る
。
ロ
ス

の
ト
レ
ー
ラ
ー
に
「
我
ら
が
兵
士
た
ち
を
支
援
し
よ
う
」

と
書
か
れ
た
リ
ボ
ン
は
黒
こ
げ
で
、
立
ち
入
り
禁
止
の

掲
示
が
し
っ
か
り
立
つ
。
父
が
彼
の
義
母
を
射
殺
し
た

ト
レ
イ
ラ
ー
。
イ
ラ
ク
か
ら
帰
還
し
た
あ
と
ロ
ス
は
こ

こ
で
一
人
暮
ら
し
を
し
た
。
一
番
新
し
い
同
居
人
は
兄

だ
が
、
火
災
の
と
き
は
刑
務
所
に
入
っ
て
い
た
。 

 

ロ
ス
の
喧
嘩
の
絶
え
な
い
一
族
は
、
看
守
が
い
る
か

と
思
え
ば
囚
人
が
い
る
、
警
官
が
い
る
か
と
思
え
ば
執

行
猶
予
の
人
が
い
る
。 

 

ロ
ス
が
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
、
両
親
は
喧
嘩
ば
か
り
、

と
き
に
は
銃
を
向
け
合
っ
て
。
離
婚
し
て
母
は
州
か
ら
出

て
い
っ
た
。
２
０
０
１
年
、
ロ
ス
は
高
校
を
卒
業
。
大
学

へ
進
み
た
か
っ
た
が
、
１
２
歳
か
ら
面
倒
を
見
て
く
れ
た

祖
父
に
資
力
は
な
か
っ
た
。 

フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
郡
は
お
先
真
っ
暗
と
感
じ
て
、
出
口
を

探
し
た
。
２
０
０
１
年
後
半
の
あ
る
晩
、
テ
レ
ビ
の
「
君

の
可
能
性
を
伸
ば
せ
」
広
告
を
見
て
、
商
店
街
へ
行
き
軍

隊
志
願
を
手
続
し
、
戦
闘
工
兵
に
な
る
と
署
名
し
て
３
０

０
０
ド
ル
の
ボ
ー
ナ
ス
を
手
に
入
れ
た
。 

基
礎
訓
練
を
受
け
て
ま
な
し
に
軍
隊
は
彼
の
救
世
主

に
思
え
た
。
「
軍
隊
向
き
に
生
ま
れ
た
ん
だ
。
ア
ド
レ
ナ

リ
ン
常
習
者
み
た
い
。
軍
律
は
望
む
と
こ
ろ
。
冒
険
欲
旺

盛
。
愛
国
心
熱
烈
。
恐
れ
る
も
の
な
し
。
戦
争
用
人
間
と

い
う
こ
と
だ
」
と
彼
。 

２
０
０
３
年
に
な
っ
て
、
彼
は
落
下
傘
兵
と
な
り
ク

ウ
ェ
ー
ト
に
向
け
て
出
航
、
３
月
の
侵
攻
で
イ
ラ
ク
入

り
。
や
が
て
、
工
兵
隊
員
と
し
て
弾
薬
集
積
任
務
に
就

く
。
３
月
１
８
日
、
ロ
ス
二
等
兵
と
彼
の
分
隊
は
南
部

バ
グ
ダ
ッ
ド
の
あ
る
地
域
の
地
雷
除
去
に
向
か
っ
た
。
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敏
速
に
移
動
し
な
が
ら
不
発
弾
を
１
５
個
集
め
た
。
何

か
で
爆
発
が
起
き
た
。 

「
最
初
の
爆
発
の
直
撃
を
受
け
て
感
覚
が
麻
痺
、
た

だ
静
ま
り
返
っ
た
。
や
が
て
、
”
ロ
ス
、
ロ
ス
、
ロ
ス
“
と

怒
鳴
る
声
が
。
だ
ん
だ
ん
大
き
く
聞
こ
え
て
く
る
。
全

身
ず
た
ず
た
で
、
血
を
噴
き
出
し
て
い
た
。
意
識
は
戻

っ
た
り
消
え
た
り
。
目
玉
が
飛
び
出
る
ほ
ど
泣
き
喚
い

て
い
た
っ
け
”
ほ
っ
と
か
な
い
で
く
れ
、
ほ
っ
と
か
な

い
で
く
れ
ぇ
ー
“
っ
て
ね
」 

ワ
シ
ン
ト
ン
の
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
リ
ー
ド
陸
軍
病
院
に

初
め
て
見
舞
っ
た
親
類
は
、
昏
睡
状
態
の
ロ
ス
を
見
た
。 

祖
父
は
言
う
、「
あ
い
つ
は
死
ん
で
た
ね
。
ベ
ッ
ド
に
横

た
わ
っ
て
た
の
は
死
骸
だ
っ
た
よ
」
。 

 

意
識
が
戻
ら
な
い
ま
ま
、
軍
は
彼
を
除
隊
処
分
し
た
。

入
隊
し
て
１
年
４
ヵ
月
１
８
日
だ
っ
た
。
３
１
日
経
っ
て

人
工
呼
吸
器
が
は
ず
さ
れ
た
。
両
の
目
と
脚
を
し
つ
こ
く

指
差
し
た
。
叔
母
が
お
そ
る
お
そ
る
伝
え
た
、
目
は
見
え

な
い
の
、
そ
し
て
脚
は
切
断
さ
れ
た
の
よ
と
。
彼
は
何
日

も
泣
き
続
け
た
。 

 

元
海
兵
隊
大
佐
の
マ
ー
サ
下
院
議
員
が
病
院
に
ロ
ス

を
見
舞
い
、
名
誉
の
負
傷
勲
章
を
贈
っ
た
。
マ
ー
サ
は

戦
争
開
始
以
来
、
負
傷
兵
を
定
期
的
に
見
舞
っ
て
き
た
。

ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
戦
争
処
理
に
た
い
す
る
幻
滅
も
あ
っ

て
、
こ
の
見
舞
い
活
動
の
結
果
、
２
０
０
５
年
後
半
に

な
る
と
軍
の
６
ヵ
月
以
内
の
撤
退
を
要
求
す
る
に
至
っ

た
。「
サ
ム
・
ロ
ス
が
イ
ン
パ
ク
ト
に
な
っ
た
。
こ
の
戦

争
に
軍
事
的
な
勝
利
は
な
い
よ
。
勝
利
を
語
る
が
サ
ム

の
よ
う
な
個
人
に
も
た
ら
す
戦
争
の
結
果
を
忘
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
だ
よ
」
。 

 

続
く
３
年
以
上
も
の
間
に
ロ
ス
が
受
け
た
外
科
的
治

療
は
２
０
に
及
ぶ
。
右
目
５
回
。
左
目
１
回
。
左
脚
切
断

２
～
３
回
。
右
脚
３
～
４
回
。
喉
・
皮
膚
移
植
・
胸
管
２

回
。
臍
か
ら
鼠
径
部
ま
で
腸
か
ら
金
属
片
を
摘
出
す
る
た

め
の
開
腹
１
回
。 

 

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
リ
ー
ド
陸
軍
病
院
で
診
断
さ
れ
た
Ｐ

Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
た
め
の
入
院
治
療
は
受
け
た
こ
と
が
な
い
。 

 

２
０
０
３
年
晩
夏
、
晴
天
の
も
と
の
パ
レ
ー
ド
は
見

も
の
だ
っ
た
。
小
旗
を
打
ち
振
る
地
元
民
が
何
百
人
も

通
り
を
埋
め
た
。
ロ
ス
は
２
１
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
。

グ
リ
ー
ン
の
制
服
、
バ
ー
ガ
ン
デ
ィ
ー
色
の
ベ
レ
ー
で

ジ
ー
プ
に
乗
り
、
後
ろ
に
他
の
退
役
兵
た
ち
、
高
校
生

の
マ
ー
チ
ン
グ
・
バ
ン
ド
。
ロ
ス
は
欣
喜
雀
躍
、
有
頂

天
だ
っ
た
。
潜
在
能
力
の
き
ら
め
き
を
感
じ
、
大
学
、

そ
れ
も
法
学
部
に
進
め
な
い
訳
は
な
い
と
想
う
。 

 

と
こ
ろ
が
、
暗
澹
た
る
気
分
と
パ
ニ
ッ
ク
と
焦
燥
感

が
襲
い
か
か
る
。
慢
性
的
な
痛
み
が
取
り
憑
く
。
金
属

片
が
体
中
を
撹
乱
す
る
。
彼
は
自
分
が
障
害
者
で
あ
る

こ
と
を
否
認
し
よ
う
と
す
る
。
好
き
な
魚
釣
り
を
や
っ

て
み
る
が
、
目
が
見
え
な
け
れ
ば
竿
を
入
れ
る
べ
き
場

所
も
わ
か
ら
な
い
。
道
具
を
水
中
に
捨
て
、
ボ
ー
ト
も

売
り
払
う
。「
あ
き
ら
め
た
ん
だ
。
な
に
も
か
も
断
念
だ
」

と
彼
は
言
う
。 

 

負
傷
し
て
１
年
後
、
シ
カ
ゴ
の
失
明
退
役
兵
用
の
入
院

治
療
を
登
録
。
ブ
ラ
イ
ユ
点
字
法
を
学
ぶ
が
、
指
の
感
覚

が
な
く
て
読
め
な
い
。
何
も
習
得
で
き
な
い
と
の
思
い
で
、

こ
の
治
療
計
画
は
や
め
た
。
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
の
退
役
兵
病

院
で
の
外
来
精
神
科
治
療
も
拒
否
を
繰
り
返
し
た
。
病
院

で
は
敬
意
を
払
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
か
ら
と
い
う
。 

 

２
０
０
４
年
、
彼
は
世
間
か
ら
逃
れ
て
、
丘
の
上
の

ト
レ
イ
ラ
ー
暮
ら
し
に
入
っ
た
。
祖
父
と
財
産
権
で
い

ざ
こ
ざ
が
起
き
、
放
火
で
決
着
を
つ
け
よ
う
と
し
た
。

イ
ラ
ク
に
行
く
前
に
は
な
か
っ
た
警
察
沙
汰
が
始
ま
っ

た
の
だ
。 

 

２
０
０
５
年
は
じ
め
、
マ
ー
サ
議
員
は
、
ロ
ス
と
そ

の
犠
牲
的
精
神
を
敬
愛
し
て
い
る
と
伝
え
よ
う
と
し
て
、

フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
郡
病
院
で
名
誉
の
負
傷
勲
章
を
祝
う
二

度
目
の
式
典
を
開
催
し
た
。 
 

ロ
ス
は
政
府
か
ら
不
運
な
負
傷
に
対
し
て
１
０
万
ド

ル
を
給
付
さ
れ
、
祖
父
の
土
地
の
隣
接
地
を
購
入
し
た
。 

 

２
０
０
５
年
５
月
、
ガ
ー
ル
フ
レ
ン
ド
と
絶
交
、
落

ち
込
み
が
つ
の
る
。
気
力
が
失
せ
る
。
あ
る
日
、
ト
レ

イ
ラ
ー
の
ド
ア
に
自
殺
ノ
ー
ト
を
貼
り
付
け
、
森
の
奥

へ
走
る
。
捜
索
が
丸
１
日
。
そ
の
夜
は
森
で
眠
り
、
朝

の
太
陽
が
顔
に
射
し
て
、
神
様
は
俺
に
生
き
て
い
て
欲

し
い
と
お
思
い
な
の
だ
、
そ
の
徴
な
の
だ
と
考
え
る
。

見
つ
け
ら
れ
て
、
精
神
科
病
棟
に
連
れ
ら
れ
、
数
週
間

後
に
放
免
さ
れ
る
。 

 

自
分
の
家
を
建
て
る
の
は
気
晴
ら
し
に
な
っ
た
。
白

松
の
丸
太
で
小
屋
を
作
っ
て
く
れ
た
ヴ
ォ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
友
情
は
う
れ
し
か
っ
た
。
だ
が
、「
第
二
の
天
国
」
と
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命
名
し
た
家
が
２
０
０
６
年
初
め
に
完
成
す
る
と
、「
み

ん
な
が
去
り
、
俺
が
入
り
、
全
く
の
一
人
っ
き
り
。
そ

れ
が
麻
薬
の
始
ま
り
さ
」
。 

 

初
め
は
、
覚
醒
剤
、
ヘ
ロ
イ
ン
、
安
価
な
濃
縮
コ
カ
イ

ン
、
合
成
麻
酔
剤
。
気
を
休
め
て
人
寄
せ
す
る
た
め
。 

地
域
の
し
が
な
い
連
中
が
寄
っ
て
き
て
楽
し
ん
だ
。
が
、

彼
ら
は
麻
薬
中
毒
者
。
ス
ト
リ
ッ
プ
・
ク
ラ
ブ
に
ロ
ス

を
連
れ
て
行
き
ロ
ス
に
勘
定
を
払
わ
せ
た
。
ガ
ー
ル
フ

レ
ン
ド
の
バ
ー
バ
ラ
が
同
棲
し
た
。
親
類
と
は
縁
遠
く

な
っ
た
。 

 

去
年
の
秋
、
ロ
ス
は
不
法
麻
薬
は
や
め
て
、
酔
い
つ

ぶ
れ
る
ま
で
酒
を
あ
ふ
っ
た
。 

 

今
年
２
月
、
叔
父
が
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
入
院
治
療
を
申
請

し
に
コ
ー
ツ
ヴ
ィ
ル
の
退
役
軍
人
用
病
院
に
車
で
数
時

間
か
か
る
が
行
く
よ
う
に
説
得
し
た
。
病
院
は
彼
の
病

状
の
深
刻
さ
を
見
て
、
即
座
に
承
諾
、
ヴ
ァ
レ
ン
タ
イ

ン
・
デ
ー
直
後
の
入
院
を
決
め
て
く
れ
た
。 

ロ
ス
は
入
院
前
の
５
日
間
、
麻
薬
で
ハ
イ
に
な
っ
た
。

抗
欝
剤
を
買
う
電
話
を
立
ち
聞
き
し
た
兄
の
ガ
ー
ル
フ

レ
ン
ド
の
モ
ニ
カ
は
、
て
っ
き
り
コ
カ
イ
ン
を
買
う
算

段
だ
と
思
い
込
み
、
ロ
ス
は
そ
ん
な
こ
と
を
自
分
の
姉

や
兄
に
伝
え
ら
れ
て
は
と
心
配
に
な
っ
た
。
ビ
ー
ル
を

何
本
か
飲
ん
で
、
怒
り
狂
っ
て
、
今
は
モ
ニ
カ
が
息
子

と
暮
ら
す
彼
の
も
の
だ
っ
た
ト
レ
イ
ラ
ー
へ
行
く
。
ド

ア
を
激
し
く
叩
き
、
入
る
と
、
こ
こ
を
燃
や
す
ぞ
と
脅

す
。
ま
さ
か
と
思
っ
た
が
、
実
際
ラ
イ
タ
ー
を
つ
け
た

の
だ
。
ト
レ
イ
ラ
ー
は
家
族
の
災
厄
の
元
だ
と
の
思
い

込
み
も
合
っ
た
。
衣
類
を
束
ね
て
燃
や
し
た
。
モ
ニ
カ

と
子
ど
も
は
逃
げ
た
。
消
火
に
駆
け
つ
け
た
人
を
ロ
ス

は
首
を
絞
め
た
。 

判
事
は
２
５
万
ド
ル
の
罰
金
刑
を
裁
決
し
た
。
独
房
の

ロ
ス
は
手
の
施
し
よ
う
が
な
か
っ
た
。
事
態
は
悪
化
し

て
、
つ
い
に
彼
は
首
吊
り
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。 

（
２
０
０
７
・
４
・
５
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
』
デ
ボ

ラ
・
ソ
ン
タ
グ
の
ダ
ン
バ
ー
発
の
記
事
の
抄
訳
・
６
・
４
須
田
稔
） 

 

４
月
１
６
日 

生
命
を
奪
わ
れ
た 

無
防
備
の
３
２
人
が 

 

ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
工
科
大
学
で 

武
装
兵
士
６
人
が 

 
 
 
 

遠
い
異
国
イ
ラ
ク
の
地
で 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

４
年
前
に
戦
争
を
始
め
て
か
ら
、
３
４
０
０
人
以
上
の

ア
メ
リ
カ
人
が
イ
ラ
ク
で
死
ん
だ
。
１
日
二
人
以
上
の
割

合
だ
。
今
年
早
々
の
３
０
０
０
０
人
の
増
派
で
、
比
率
は

上
昇
。
宗
派
間
暴
力
は
バ
グ
ダ
ッ
ド
で
少
し
減
っ
て
い
る

の
に
ア
メ
リ
カ
人
の
犠
牲
者
は
増
加
。
４
月
と
５
月
の
２

ヵ
月
で
死
者
は
少
な
く
と
も
２
２
０
人
。 

イ
ラ
ク
市
民
の
死
者
４
月
１
４
９
８
人
、
５
月
１
９
５

１
人
。
イ
ラ
ク
軍
死
者
６
３
人
、
４
６
人
。
警
官
１
２
８

人
、
１
２
７
人
。
武
装
集
団
２
１
９
人
、
２
９
７
人
。（
イ

ラ
ク
内
務
・
国
防
・
保
健
３
省
の
６
月
１
日
発
表
に
よ
る
） 

 

ジ
ェ
シ
ー
・
ド
ゥ
・
ラ
・
ト
ー
レ
、
海
兵
隊
・
２
９

歳
。
イ
リ
ノ
イ
州
。
中
高
生
時
代
は
有
能
な
サ
ッ
ク
ス
・

プ
レ
イ
ヤ
ー
。
父
は
不
同
意
だ
っ
た
が
、
０
５
年
に
海

兵
隊
に
志
願
。
「
私
が
支
持
し
な
い
戦
争
で
息
子
を
殺

さ
れ
た
」
怒
り
と
悲
し
み
の
父
親
。

 

ダ
ニ
エ
ル
・
シ
ェ
リ
ー
、
海
兵
隊
・
２
０
歳
。
オ
ハ

イ
オ
州
。
「
せ
め
て
大
学
卒
業
し
て
か
ら
に
し
て
」
と

の
母
の
懇
請
も
む
な
し
く
志
願
。
任
地
到
着
の
１
週
間

後
、
装
甲
車
で
移
動
中
に
感
電
死
。 

 

マ
リ
オ
・
デ
・
レ
オ
ン
、
陸
軍
・
２
６
歳
。
カ
リ
フ

ォ
ー
ニ
ア
州
。
２
０
０
２
年
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の

任
期
を
終
え
、
Ｇ
Ｉ
ビ
ル
を
利
用
し
て
専
門
学
校
に
。
結

婚
し
て
子
ど
も
が
生
ま
れ
、
軍
隊
で
キ
ャ
リ
ア
を
積
め

ば
生
計
も
安
定
す
る
と
、
昨
年
１
０
月
バ
グ
ダ
ッ
ド
に
。

母
は
米
軍
の
帰
還
を
望
ん
で
い
る
。 
 

シ
ョ
ー
ン
・
ブ
ル
ー
、
海
兵
隊
・
２
５
歳
。
カ
リ
フ

ォ
ー
ニ
ア
州
。
南
カ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
大
学
で
と
も
に
学

び
海
兵
隊
で
も
同
僚
の
マ
イ
ク
・
ベ
ル
は
、
戦
争
が
始

ま
っ
た
と
き
、
「
ぼ
く
ら
み
ん
な
戦
場
へ
行
き
た
か
っ

た
」
、
「
彼
も
戦
闘
し
た
が
っ
て
た
よ
」
と
回
想
。 

 

ア
ー
ロ
ン
・
ジ
ュ
ネ
ヴ
ィ
ー
、
陸
軍
・
２
２
歳
。
カ

ン
ザ
ス
州
。
母
は
イ
ラ
ク
に
は
行
っ
て
く
れ
る
な
と
説

得
し
た
が
。 

 

ル
ー
カ
ス
・
ス
タ
ー
セ
ヴ
ィ
ッ
チ
、
陸
軍
・
２
５
歳
。

イ
リ
ノ
イ
。
母
に
「
こ
こ
バ
グ
ダ
ッ
ド
は
地
獄
が
呼
ん

で
る
」
、
父
に
は
恐
怖
を
イ
ー
メ
ー
ル
。（
『
タ
イ
ム
』
誌

６
月
４
日
号
「
イ
ラ
ク
の
あ
る
日
」
よ
り
。
６
・
５
須
田 
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